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備
中
松
山
城
や
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
、
美
し
く
豊
か

な
自
然
な
ど
、
高
梁
市
は
人
々
を
魅
了
す
る
観
光
資

源
の
宝
庫
で
す
。
こ
う
し
た
高
梁
の
魅
力
に
磨
き
を

か
け
、
地
域
の
観
光
振
興
に
生
か
す
こ
と
は
、
高
梁

市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
は
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
や
人
材
育
成
、
県
内
外
へ
の
積
極
的

な
観
光
情
報
の
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
高
梁
の
観
光
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高
梁
市
へ
の
観
光
客

　
高
梁
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年
間
約
50
万
人
。
平

成
10
年
以
降
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

18
年
「
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
観
光
周
遊
バ
ス
」
の
運
行

が
開
始
。平
成
19
年
に「
岡
山
県
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
成

羽
・
吹
屋
地
区
を
筆
頭
に
、
観
光
客
数
は
増
加
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
年
々
減
少
傾
向
に
転
じ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
平
成
21
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
観

光
客
の
７
割
以
上
が
県
外
か
ら
で
、
そ
の
内
の
７
割

近
く
が
来
訪
経
験
が
「
初
め
て
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
観
光
地
と
し
て
高
梁
市
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い

て
は
、
約
半
数
が
「
歴
史
的
な
町
並
み
や
建
造
物
を

見
た
か
っ
た
か
ら
」
と
回
答
。
旅
行
動
機
と
し
て
一

般
的
に
多
い
「
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
」
と
の
回

答
は
約
１
割
と
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
の

観
光
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
高
梁
市
に
は
、

た
く
さ
ん
の
「
宝
」
が
あ
り
ま
す
。

美
し
く
豊
か
な
自
然
と
情
趣
あ
ふ
れ
る
歴
史
空
間
。

地
域
の
伝
統
文
化
、
こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
ま
ち
の
魅
力
も
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
高
梁
市
の
魅
力
を
発
信
し
、

観
光
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

　
ま
た
、
観
光
客
の
８
割
以
上
が
「
ぜ
ひ
再
び
訪
れ

た
い
」「
機
会
が
あ
れ
ば
再
び
訪
れ
た
い
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
現
状
の
不
満
な
点
、
改
善
点
は
、「
ま

ち
中
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
づ
く
り
」「
観
光
マ
ッ
プ
・

案
内
サ
イ
ン
の
整
備
」「
高
梁
な
ら
で
は
の
魅
力
的

な
土
産
物
開
発
」「
魅
力
あ
る
飲
食
店
づ
く
り
」
が

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
観
光

　
本
市
は
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、
多
く

の
魅
力
資
源
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
魅
力
向

上
や
観
光
客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
地
域
間
の
観

光
競
争
の
激
化
や
観
光
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
よ

り
、観
光
客
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
魅
力
的
な
飲
食
店
が

な
い
」「
買
い
た
い
と
思
う
よ
う
な
土
産
物
が
な
い
」

と
い
っ
た
理
由
か
ら
地
域
内
で
の
消
費
が
少
な
く
、

経
済
波
及
効
果
が
限
定
的
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　
観
光
振
興
を
今
後
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
位
置

づ
け
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
食
と
い
っ
た

魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
観
光
振
興
の
視
点
か
ら
の
再

発
見
に
取
り
組
み
、
相
互
連
携
に
よ
り
魅
力
を
高
め

る
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
等

を
行
い
、
交
流
人
口
増
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
力
強

く
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
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備中松山城

吹屋ふるさと村


